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やまなし時代早見表

古墳時代の暮らし 今から約1,700〜1,400年前

古墳時代の特徴
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八角形の古墳
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塚
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古墳（笛吹市一宮町）

今から約 1,400 年前に造られました。
八角形の古墳には、畿

き

内
ない
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皇
こう

族
ぞく

が葬
ほおむ

られることが多いようです。

古墳時代初め頃のムラ
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遺跡（南アルプス市十五所・十日市場）

今から約 1,700 年前のムラです。隅
すみ

の丸い方形の
住居跡の中にある焼けた部分 (炉 ) で、調
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（甲府市横根町・桜井町）

土で高まりを作るものが古墳です。しかし、
石で高まりを作る塚も見られます。この石
の高まりを積石塚古墳と呼んでいます。
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今から約 1,500 年前に造られた四角い古
墳です。一辺が 55mもある大きな方墳
です。
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県内で二番目に大
きな横穴式石室を
持つ円墳です。石室
の大きさは16.75m
です。
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今から約 1,600 年前に造られたお墓です。全長 169m
で、後円部の一番高いところに、竪
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があり、人
を埋葬するところとなっています。

今から約 1,600 年前に造られたお墓です。全長 169m
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古墳時代終わり頃のムラ
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今から約1,400年前
のムラの跡です。古
墳時代の中頃から、
新しい技術が伝わ
り、家の中に、カマ
ドが作られるように
なりました。
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積石塚の全体
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